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要　　約
　「素焼漆器」が通常の陶磁器に匹敵する強度を有していることは、その注目すべき利点であるが、そ
れは漆の重ね塗りによって強度が補われたためである。それは焼絞められてはいないために多孔質を
保っており、それゆえに安心して土壌生成プロセスに戻してやることができる。ここに示す小論は強度
試験と冷解凍試験の結果について報告するとともに、焼成温度と漆塗装の耐久性の関係についても触れ
ることとする。
キーワード : 素焼漆器，漆，素焼き，耐久性，持続可能性
ABSTRACT
　　Es ist der bemerkenswerte Vorteil von Suyaki-Shikki (Urushi=Japanlack lackiertem Tongefäß), 
dass es so fest wie normales Porzellan sind, weil mehrmals Urushi-Lackierung die Stabilität des 
Gefäßes ergänzen kann. Man kann es ohne Sorge in den Bodenbildungskreis zurückgeben, denn 
es nicht gesintert ist und deshalb seine Porosität noch immer erhält. Die folgende Notiz sollte 
die Ergebnissen der Stabilitätstests und der Einfrieren-Auftauen Tests berichten, und auch den 
Zusammenhang der Brenntemperatur zur Haltbarkeit der Urushi-Lackierung erwähnen. 
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「素焼漆器」のリサイクル性
―強度試験と冷解凍試験についての報告―
水沼和夫 *
Recyclbarkeit von Suyaki-Shikki
− Bericht der Stabilitätstests und der Einfrieren-Auftauen Tests −
Kazuo MizunuMa*
平成 26 年 1 月 8 日受理
 * 感性デザイン学科・教授
— 46 —
八戸工業大学エネルギー環境システム研究所紀要　第 12 巻
1.緒　言
　素焼きした器に漆を塗装した「素焼漆器」の器として
の長所は、
①　漆を塗装することによる強度補強のため素焼きの
弱点である衝撃強度の低さが克服される
②　陶磁器のように「焼き絞め」をしないために「土」
に返すことが可能であり、環境負荷が極めて低い
③　多孔質を維持しているため熱伝導性が低く、陶磁
器にはない器としての利点がある
④　木胎漆器以上に形状の自由度があり、質感も独特
である
⑤　破損に対しても木胎漆器と同様に補修可能性の幅
が広い
などである。このうち①については、既に益子赤土を用
いた実験で十分な補強効果が確認されているが、ここで
は、それに続けて行った、１０種類の粘土を用いた焼成
温度別落下試験の結果を報告する。また、②の確認試験
として実施した冷解凍実験の結果についても報告し、そ
れらについて考察を加える。
2. 10種類の粘土による落下試験
2-1 使用粘土
A 益子赤土　B 益子水簸土　C 信楽陶土　D 信楽
赤味土　E 特練半磁器土　F 特練白土　G 特練赤
土　H 美濃白土　I 伊賀土　J 白御影土
2-2 試験片　
作製方法、作製個数とも前回実験に準じる。
（八戸工業大学紀要 Vol.30,P169-173 参照）
2-3 焼成方法　
焼 成 温 度：800 ℃、900 ℃、950 ℃、1000 ℃、
1100℃、焼成時間等は前回実験に準じる
2-4 漆塗装法、回数　
前回実験に準じる
2-5 試験方法、集計方法　
前回実験に準じる
2-6 落下試験結果
落下試験の結果を以下の折れ線グラフに示す。
2-7 落下試験結果についての考察
　素焼片、漆塗装片ともに焼成温度が高くなるに従って
対落下衝撃強度も高くなることについては、２，３の例
外を除いて確認された。強度補正効果と実用性という点
からは、A、H が漆塗装効果の大きさを示しているもの
図１
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の、衝撃強度そのものは決して高いとは言えず、その点
では C、E、F がともに 1100℃焼成の漆塗装片で良い結
果を出していることが注目される。
3. 冷解凍試験
3-1 使用機材
　　　市販フリーザー　GLASON GLC-118S
3-2 試験方法
　落下試験で用いた C、E、F の漆塗装試験片の破片を
市販冷凍庫用製氷器を利用して水中に浸したままとし、
フリーザーに出し入れして冷凍—解凍を繰り返した。
　原則的に毎日 18 時に製氷器をフリーザーにセット、
翌日 8 時にフリーザーから製氷器を取り出し室内に放置
して解凍。週末は製氷器を取り出さないままとした。
3-3 冷解凍２０回目の崩壊状況
　冷解凍１０回時点で 800℃～ 950℃焼成の試験片で崩
壊が生じ、1000℃焼成の試験片でも兆しが見られた。
２０回では 1100℃焼成でも崩壊の兆しが始まった。（図
11、図 12 左から順に 800℃、900℃ ,950℃、1000℃、
1100℃焼成）
3-4 40回目の崩壊状況
　40 回目では 1100℃焼成の試験片でもはっきりとした
崩壊が始まった。（図 13、図 14）
図６
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図 11　20 回目の崩壊状況　上：C　　下：E
図 12　20 回目の F 試験片
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4. 考　察
4-1　高温度焼成と剥離の可能性について
　以上のように、1100℃というかなりの高温焼成の試験
片でも、冷凍−解凍の繰り返しによって確実に崩壊する
ことが確認された。この結果を落下試験の結果と照らし
合わせてみるとき、粘土 E が 1100℃焼成での強度が他
に比べて著しく高く、且つ、冷解凍試験での崩壊も比較
的進みやすい（図 13）ことが分かる。したがって、試
作品制作用粘土として最有力であり、実際にそれに従っ
て制作を進めつつある。
　しかし、留意すべきことが幾つかある。ひとつには、
器としての耐久性は、対衝撃強度だけで保証される訳で
はない、という点である。念頭に置かなければならない
のは、素地からの漆面の剥離の可能性である。
　1100℃という高温度焼成でも冷凍 ‐ 解凍の繰り返し
で確実に崩壊するという実験結果は、素焼素材を土に還
すという目的にとっても、それに漆を塗装して高い強度
を得るという目的にとっても、非常に望ましいものでは
あるが、一方で高温度焼成ゆえの剥離の危険性も生じる
のである。剥離や耐久性の問題は、漆工たちが長い年月
と経験によって克服してきたものである。それはしかし、
木胎漆器制作における伝統技術によるものであり、陶胎
漆器においてはそれと同程度のレベルが達成されている
かと言えば、全く覚束ないところである。陶胎漆器とい
う概念がありながら、それが漆器制作の伝統の中で定着
してこなかった主な理由として、剥離の問題があったと
考えることができる。
　ガラス面に漆を定着させることは容易ではない。高温
度焼成の陶胎漆器では、それと同種の問題に突き当たる。
高温度焼成や焼き絞めによって多孔質の特性を失えば失
うほど、剥離は生じやすくなると思われる。
　土に還すことのできる環境負荷の低い器制作の原点に
立ち返るならば、対衝撃強度を多少犠牲にしてでも、剥
離を極力回避するのでなければ、新しい器文化への道は
開けては来ない。つまり、高温焼成に依存しない方法で
衝撃強度を確保し、結果として、多孔質の特性を生かし、
剥離の可能性も小さくする、という方向性の確認が必要
になる。剥離の問題は本研究の最初の段階では十分には
認識されていなかったからである。
　多孔性を生かすことは、冒頭の「緒言」で言及した③
の利点をも十分生かすことにもつながり、「素焼漆器」
の器としての魅力はむしろ大きなものとなる。したがっ
て、多孔質の保持を優先させながら、漆コーティング法
の改善、工夫によって耐久性と対衝撃強度の高さを獲得
するのが最適の方法である、ということができる。
4-2　岩から粘土へ、そして土壌へ
　千メートルを超える山の頂上に顔を出している岩の年
齢は、数百万年とも数億年とも言われるが、地表に出て
いるために物理的風化と化学的風化に晒されている。こ
うした風化の結果として「土壌」が生成されるまでには、
おおよそ 12 万年を要する、という試算がある。その過
程で、水分をため込む性質をもつ粘土の役割は非常に大
きい。分解された有機物の養分の流失を防ぎ土壌の成熟
を促すのである。粘土自体も岩の風化過程で、雨に溶け
たアルミニウムやケイ素などが化学反応によって再結晶
したものである。つまり、土壌生成までの過程を、粘土
を中心に見ると「岩石　→　粘土　→　土壌」と簡略化
することができる。「土壌」もやがて堆積岩を形成する。
　われわれが粘土を用いて器を造るのは、この土壌生成
過程からの「粘土」の利用によっている。それは土壌生
成物質の消費にほかならない。しかし、素焼漆器では、
前章での「冷解凍実験」の結果が示しているように、使
用後はもとの「土壌生成プロセス」に確実に戻すことが
できるのである。
　
　以上は、「平成 24 年度科学研究費助成事業（学術研究
助成基金助成金（挑戦的萌芽研究））」による研究「漆コー
ティングによる環境負荷が低く強度の高い素焼き製品製
造技術の開発」の一環として実施した研究活動について
の報告である。
　
図 13　40 回目の崩壊状況　上：C　　下：E
図 14　40 回目の F 試験片
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